
７月30日、31日の両日、屋内ゲートボー

ル場で夏休みの恒例となったダンボールキャ

ンプが行われました。

小学１年生から６年生までの参加者41名

は、男女別に５つの班を結成。高校生のボラ

ンティアスタッフや保護者らとともに、商店

などから提供されたダンボールを使って個性

的な“我が家”を組み立てました。

完成後は流しそーめんやジンギスカンの夕食、あんどん作り、翌朝には牛乳パックを使った

ふかふかパン作りに挑戦するなど、みんなで夏休みの楽しい時間を過ごしました。

８月10日、ソフトテニスの全道大会

を勝ち抜き、奈良県で行われる全国大

会出場を決めた津別中学３年の河野斗

夢君と佐藤雪路君が、報告のため町長

室を訪れました。

小学３年生からペアを組んでいると

いう二人は「優勝を目標に頑張ります」

と、日焼けした顔で全国大会への頼も

しい決意を語ってくれました。

佐藤多一町長からは「中学生最後の

大会なので頑張ってください」と激励

の言葉が贈られました。

７
月
20
日
、
津
別
町
肉
牛
振
興
会

（
迫
田
和
男
会
長
）
が
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
阿
部
博
道
教
育
長
へ
津
別
和
牛
65

kg
の
目
録
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
は
、
昨
年
に
続
い
て
２
回

目
で
地
元
の
食
材
を
あ
ま
り
食
べ
た
こ

と
が
な
い
子
ど
も
た
ち
に
味
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
安
心
安
全
な
も
の

を
提
供
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
迫
田
会
長
は
「
来
年
度

も
提
供
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
牛
肉
は
３
回
に
分
け
て

給
食
に
出
さ
れ
、
牛
そ
ぼ
ろ
丼
や
ド
ラ

イ
カ
レ
ー
と
い
っ
た
献
立
に
調
理
さ
れ
、

小
・
中
学
校
の
給
食
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
大
会

津
別
中
の
ペ
ア
が
全
国
大
会
へ

作
家
・
藤
川
幸
之
助
さ
ん
を
招
い
て

認
知
症
を
考
え
る
講
演
会
開
催

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
環
境
の
復
活

に
取
り
組
ん
で
き
た
つ
べ
つ
自
然
の

会
（
鍛
冶
博
光
会
長
）
主
催
の
ホ
タ

ル
ま
つ
り
が
７
月
21
日
、
21
世
紀
の

森
入
り
口
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
町
村
を
始
め
、

大
勢
の
方
の
参
加
が
あ
り
、
ホ
タ
ル

が
飛
び
交
う
水
路
で
淡
い
光
を
放
ち

な
が
ら
乱
舞
す
る
ホ
タ
ル
を
観
賞
し
、

幻
想
的
な
世
界
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
フ
ァ
ン
キ
ー
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
お
好

み
焼
き
や
焼
き
鳥
、
ビ
ー
ル
な
ど
を

味
わ
い
、
祭
り
終
盤
に
は
、
豪
華
な

景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
開

催
さ
れ
、
お
土
産
を
持
っ
て
帰
る
子

ど
も
達
の
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

８月６日から10日までの５日間、船橋

市・津別町青少年交流事業として千葉県船

橋市の子ども達40人が津別町を訪れました。

来町後は、ホームステイ先の家族や津別

の子ども達と一緒に摩周湖や硫黄山を見学

したり、阿寒湖の遊覧船に乗船するなど

様々な体験をし、北海道の自然を堪能しま

した。また、町内では、網走川の川くだり

や木工体験（鳥笛作り）に挑戦するなど、

各種プログラムを通じて互いに交流を深め

ました。

船橋の子ども達は印象深い夏の思い出を

お土産に地元へ帰っていきました。

地
元
の
味
を
知
っ
て
ほ
し
い

津
別
産
和
牛
の
寄
贈
を
受
け
る

無
数
の
ホ
タ
ル
が
水
路
を
飛
び
交
う

ホ
タ
ル
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る

８
月
10
日
、
前
北
海
道
商
工
連

合
会
会
長
、
前
津
別
町
商
工
会
会

長
の
有
岡
惇
二
さ
ん
が
町
長
室
を

訪
れ
、
津
別
町
に
１
０
０
万
円
を

寄
附
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
23
年
度
春
の
叙
勲

受
章
に
対
す
る
御
礼
の
気
持
ち
と

い
う
こ
と
で
、
有
岡
さ
ん
は
「
町

の
商
工
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

寄
附
を
受
け
た
佐
藤
多
一
町
長

は
「
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
趣
旨
に
従
っ
て
有
意
義

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
、
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
受
章
御
礼
と
し
て

有
岡
惇
二
さ
ん
が
町
へ
寄
附

北
海
道
の
夏
を
満
喫

船
橋
市
と
青
少
年
交
流
を
行
う

７
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で
認
知
症

を
考
え
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
自
ら
認
知
症
の
母
親
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
命
や
認
知
症
を
題
材
に
し

た
作
品
を
発
表
し
続
け
る
詩
人
・
児
童

文
学
作
家
の
藤
川
幸
之
助
さ
ん
。

60
代
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

を
発
症
し
た
母
親
の
介
護
を
長
く
続
け

て
き
た
体
験
を
も
と
に
、
そ
の
切
実
さ

や
相
手
を
思
い
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ

の
後
悔
、
病
気
を
理
解
し
受
け
入
れ
る

ま
で
の
心
情
な
ど
を
、
詩
の
朗
読
を
交

え
な
が
ら
静
か
な
口
調
で
語
り
か
け
ま

し
た
。
中
で
も
認
知
症
の
人
と
向
き
合

う
に
は
物
語
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
、

と
い
う
藤
川
さ
ん
の
言
葉
は
多
く
の
聴

衆
の
共
感
を
得
た
よ
う
で
し
た
。

８月６日、津別町多目的活動センターで、町中心部に

賑わいを取り戻すことを目的に七夕まつり（津別まちづ

くりセンター運営協議会、つべつ七夕まつり実行委員会

主催）が開催され、約700名が会場を訪れました。

会場では、祭りの余興として「音夢の会」津別奈々サ

ークルによる大正琴の演奏会や「ジュンコとチープ昭和

ノスタルジア」のコンサート行われ、会場は大いに盛り

上がりました。

また、お好み焼きやチョコバナナ、ホタテの炭火焼き

などを販売する露店のほかに、願いが書かれた短冊を下

げる柳３本や子ども達が丹精込めて作ったあんどん85基

が並べられ、ともされた光が町の大通に活気をもたらし

ました。

みんなで家を建てました

今年もダンボールキャンプ実施

津
別
町
の
大
通
に
賑
わ
い
を

七
夕
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る


